




















保護林の評価（案）及び保護・管理及び利用に関する事項（案）

評価（案）

保護林のうち、大杉谷渓谷周辺の概ね1,000ｍ以下の低標高地域では、ツガやスギ、ヒノキ等の針葉樹が林冠を

構成し、下層にはアカガシやヒメシャラ、サカキ等の暖地性の広葉樹が優占している。標高が上がるに従いブナが見

られるようになり、保護林西部の大台ケ原周辺の高標高地域ではウラジロモミ、トウヒ、ブナで構成される群落となる。

林床はスズタケやミヤコザサが優占している。

保護林は、高木層から草本層に至るまでニホンジカによる長期間かつ強度の採食圧により、特に大台ヶ原周辺で

はニホンジカにより影響が強く、ウラジロモミ群落が衰退し、スズタケ群落は多くの場所で消滅している。また、不嗜

好性植物や食害に耐性のある種が優占する群落に変化しているプロットが多く確認された。

動物相は、カモシカ、ツキノワグマ等の多くの哺乳類が確認され重要な生息地となっているが、ニホンジカによる森

林環境への影響が今後も懸念される。

今後も、ニホンジカの動向等も勘案し､個体数調整によるニホンジカ被害対策を実施する必要がある。

保護・管理及び
利用に関する事

項（案）

モニタリング等に基づきニホンジカによる剥皮被害や林床植生への被害がみられる林分では、被害対策として樹

木への剥皮防止用ネット巻きや防護柵を設置する。シカ被害対策として、学識経験者と地元関係者からなる「大杉

谷国有林におけるニホンジカによる森林被害対策指針委員会」により策定した「大杉谷国有林におけるニホンジカ

による森林被害対策指針」に基づき、捕獲手法の実証と選定、植生回復に向けたロードマップの作成、地域性苗木

の植栽、環境省及び地元自治体等と連携した捕獲等を行う。あわせて植生回復に向けたこれまでの取組状況を検

証し、その結果を踏まえ関係機関等と連携し対策を講じる。

現行の
取扱方針

モニタリング等に基づきニホンジカによる剥皮被害や林床植生への被害がみられる林分では、被害対策として樹

木への剥皮防止用ネット巻きや防護柵を設置する。対策検討にあたっては、平成24年度保護林モニタリング調査で

得られた被害状況に加え、ニホンジカの動向等も勘案し､個体数調整も検討する。

モニタリングの実施
間隔及び留意事項
（案）

5年

<大杉谷森林生態系保護地域>
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哺乳類調査結果

1日当たりの哺乳類の撮影頭数

ニホンジカ（プロット2）

ニホンジカ（プロット3）

 計4科4種を確認。（不明を除く）。
プロット２,３,４,６においてニホンジカを撮影。
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保護林の評価（案）及び保護・管理及び利用に関する事項（案）

評価（案）

保護林は、低標高地域はアカガシ、ツブラジイ、ウラジロガシ等で構成される照葉樹林と

なっている。尾根部ではツガ、ヒノキ等の針葉樹が林冠を構成し、急斜面に設定されたプ

ロットには紀伊半島及び四国南部のみに自生するトガサワラが生育している。野竹法師付

近の900mを超える稜線部ではブナが生育し、マメヅタラン等の多雨地域の照葉樹林に生

育する着生植物が確認されるなど、固有性の高い植生を確認している。

動物相はカモシカ等の多くの哺乳類が確認され重要な生息地として利用している。

一方、一部でニホンジカの食害により影響が強く見られる所も有り、森林環境への影響が

懸念されることから、注視する必要がある。

保護・管理及び
利用に関する事

項（案）

モニタリング等に基づき、現時点でニホンジカによる被害がみられる箇所において、樹木

への被害防止対策、後継樹の更新補助作業や下層植生の回復策を講じる。

現行の
取扱方針

モニタリング等に基づき、現時点でニホンジカによる被害がみられる箇所において、その

影響を継続調査するとともに、今後の推移を観察していく。ただし、ニホンジカ被害がさらに

顕著になってきた場合、樹木への被害防止対策、後継樹を含む下層植生の回復策を検討

する。

モニタリングの実施
間隔及び留意事項
（案）

5年

<黒蔵谷森林生物遺伝資源保存>
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